
事 業 名

実施期間

場　　　所

外国人留学生 地域住民 学生 スタッフ 関係者 来場者

46名
（13名）

91
（12家庭）

137 名

＜実施内容＞

合計

静岡県留学生支援ネットワーク

留学生ふるさとファミリー交流事業「ホームビジット」

平成26年９月６日～平成27年１月18日

静岡県内

参 加 者

写真貼り付け用

　留学生ふるさとファミリー交流事業「ホーム
ビジット」は、留学生がホストファミリーの家庭
を訪問し、日本の住まいや暮らしぶりを知る
ことで、日本の生活習慣や静岡の文化を理
解するとともに、留学生にとって精神的な支
えとなる“第２の家族”（ホストファミリー）との
絆を築くことを目的として実施した事業です。
　平成26年９～12月の約４ヶ月間で、留学生
とホストファミリーの各ペアで交流を図るとと
もに、全体会も開催し、ペア以外の交流の促
進や静岡の文化体験等を実施しました。

No.1 交流会（1/18）徳川家康公が祀られている国宝

「久能山東照宮」を拝観

No.2 対面式（９/６）の様子（留学生、ホストファミリー

初顔合わせ）

No.3 交流会（10/５）国の伝統的工芸品に指定されて

いる静岡の「駿河竹千筋細工」体験

No.4 交流会（10/５）国の伝統的工芸品に指定されて

いる静岡の「駿河竹千筋細工」体験
No.5 報告会（12/20）



＜参加者からのコメント＞

チャン　グイン　ニャウイン（ベトナム）/Tran Nguyen Nha Uyen

チュオン・ティ・ミー・ドゥック（ベトナム）/Truong Thi My Duc

　私は2009年に日本に来ました。日本人の友達がたくさんいますし、日本文化もある程度理解できたと
思います。しかし、多くの友達が寮やアパートで一人暮らしをしていますので、日本人の家庭文化や普
段の生活に接する機会がめったにありませんでした。日本人の生活をもっと深く理解したいと思い、静
岡県留学生支援ネットワーク事務局が行った「ホームビジット」に参加する事を決めました。
　私のホストファミリーはとても親切で、明るい家庭でした。可愛らしい二人の娘さんがいます。ご夫婦は
私を娘のように可愛がってくれました。長女は私より2つ年下ですが、同じ年代なので初対面からお互い
すぐに打ち明けてたくさんお話ができました。次女は高校受験のため塾が大変忙しく、最初はあまり会え
ませんでした。しかし、私がお正月に泊りに行ったことをきっかけに、喋る機会が増え、たくさん話してく
れるようになりました。
　毎月１回くらいのペースでホストファミリーの家に遊びに行っています。ホストファミリーは私が行った事
がない場所に連れていってくれたり、美味しい食事をご馳走してくれたり、親戚の集まりにも連れていっ
てくれたりしました。私が風邪を引いてしまった時も、親のように心配してくれました。心配をかけてしまっ
て申し訳ないと思いながらも、心細い時に声をかけてくれる人がいて、精神的にとても支えられるような
気がして、大変嬉しく感じました。
　ホストファミリーに会って話していくうちに、日本のこと、静岡県のこと、静岡市のことなど初めて知るこ
とが多く、大変勉強になりました。また、ホストファミリーが私の母国であるベトナムのことにも興味を持っ
てくれて本当に嬉しいです。今後も仲良く交流を続けていきたいと思います。
　静岡県留学生支援ネットワークのホームビジットに参加してとても良かったです。感謝しています。

　４ヶ月間、ホームビジットに参加させていただき、本当にありがとうございました。この機会を通じて、私
たち留学生とホストファミリーは交流を図り、仲良くなることができました。
　私のホストファミリーのお母さんは留学経験があり、娘さんと息子さんも私と同じ年齢くらいだったこと
から、色々と話がはずみ仲良くなりました。大学の就職活動があったため、１回しかホストファミリーの家
を訪問できなかったけど、みんなと一緒に過ごせて本当に楽しかったです。ホストファミリーと一緒に買
い物に出かけたり、日本の手巻き寿司とベトナムの生春巻きを作ってパーティーをしたりしました。ホスト
ファミリーのみんなが、いつも温かい笑顔で受け入れてくれて感動しました。自分のベトナムの家族が恋
しくなってしまいました。
　　ホームビジットのおかげで日本人の家族と仲良くなって本当に嬉しかったです。これからも良い関係
を続けることができればと思っています。

No.6 交流会（１/18）日本観光地100選、国の名勝地、

県立自然公園に指定されている日本平散策

No.7 留学生とホストファミリーの交流（ホームビ

ジット）の様子

No.8 ＜参加者からのコメント＞チャン グイン

ニャウインさん（右）
No.9 ＜参加者からのコメント＞チュオン・ティ・

ミー・ドゥックさん（左）


